
に、公立学童保育室への民間活力の導入（人

要に合わせた待機児童対策が必要である。また、学童保育室で 材確保による安定した運営及び民間企業のノウハウの反映）の

は保育の質の向上が求められている。 拡大を図る。

　放課後のこどもの居場所として、児童センター、青少年の居 　児童センターの軽体育室や自習席、スタジオを広く周知し、

場所事業、青少年の広場事業について拡充が求められている。 中高生世代の利用を促進する。また、青少年の居場所の開催回

　放課後子ども教室及び青少年の居場所を運営するにあたり、 数を増やし、青少年の広場については、引き続き適切な修繕を

スタッフが十分ではない。特に放課後子ども教室はコロナ禍の 行っていく。

際にスタッフが減少した。こども達が安心して楽しく遊べるよ 　放課後子ども教室及び青少年の居場所について、広報、ＨＰ

う、安定したスタッフの確保が必要である。 、大学を通じてスタッフを募集し安定した運営を行っていく。

　教育政策室、教育総務課及び小中学校との連携を図りつつ事

業を実施する。

戸田市 施策評価シート

作成日 令和 7年 6月16日 作成部局名 こども健やか部 担当部局名

１．施策の位置づけ ＜PLAN＞
担当課

基本目標 担当課

担当課

関係課

施　　策 関係課

関係課

施策の目的

２．施策の主な取り組み ＜DO＞
取り組み

取り組み

取り組み

取り組み

取り組み

取り組み

取り組み

３．施策の指標における成果（主な指標）＜CHECK＞
指標の説明 達　成　値

指標名 単位 目標値
( 算　定　式 ) 当初値 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

その他施策の取組事項に

係る成果

４．施策の展開 ＜ACTION＞

課 対

応

題 策

児童青少年課

01
子どもが健やかに育ち、いきいきと輝けるまち

03
児童・青少年の育成環境の充実

児童・青少年が心身ともに健全に成長するために、家庭・地域・学校・行政が一体となり、児童・青少年の育成環境の充実

や整備を図ります。

プリムローズ管理運営事業

こどもの国管理運営事業

学童保育室事業

放課後子ども教室事業

青少年の居場所事業

児童センター年間延べ利用 中高生の年間延べ利用者数
人 28,869 26,927 17,807 22,231 31,446 20,721

者数（中高生） (実績から前年比1.0％増で推計 )

青少年の居場所の年間延べ 青少年の居場所の年間延べ利用者数
人 1,555 1,492 1,260 1,779 1,660 1,111

利用者数 (実績から前年比0.6％増で推計 )

豊かな心を育む青少年の育 満足している市民の割合
％ 19.7 17.1 22.1 - 31.9 ‐

成に関する満足度 (過去の実績のすう勢値により設定 )

　戸田市では駅の周辺など今後も児童数の増加が見込まれる地 　学童保育の需要が高い地域に民間学童保育室の誘致を検討し

域があり、公立学童保育室では待機児童が発生する可能性があ 、公立学童保育室の建替時に定員を増加して建築する。また、

る。令和６年度当初はこどもの国と南小学童で６名、令和７年 保育の質の向上では、巡回アドバイザーの活用やリーダー制の

度当初は、東小学童及び南小学童で２０名となった。今後も需 研究を行う。さら



,112 → 77,112 → 77,112 → 77,112
コロナ禍において三市青少年の船研修会を始めとする各種事業・イベントが再開するとともに、待機児童対策、公立学童保育室における更
なるサービスの向上等が求められている中、少なくとも現在の人員規模は維持していく必要がある。

01 プリムローズ管理運営事業　（児童青少年課）

プリムローズ管理運営事業

任
意

69,787 R9､10年度の大規模改修に向け、R7

73,222 年度は改修内容について設計業者と

－ － １ ○ Ａ Ａ Ａ Ｂ Ａ01 01 03 02 05 01 01 96,576 調整を進める。また、R7年度で今期

子育て世帯を中心とした各種 92,547 指定管理が終了するため、指定管理

講座等の実施。地域子育て支 3,570 者の選定を行う。

02 こどもの国管理運営事業　（児童青少年課）

こどもの国管理運営事業

任
意

128,094 R6年度に指定管理者を選定し、引き

141,640 続きさきたま会が指定管理者となっ

－ － ２ ○ Ａ Ａ Ａ Ｂ Ａ01 01 03 02 05 02 01 149,943 た。R7年度から地域子育て相談機関

子育て世帯を中心とした各種 145,950 の設置により、相談機能の拡充と中

講座等の実施。地域子育て支 2,856 高生世代の利用率向上を目指す。

01 学童保育室事業　（児童青少年課）

戸田

学童

市

保育室事業

義
務

627

施

,286 学童保育利用

策

者は増加傾向にある。

評

581,195 R7年

価

度以降も公立学童保育

シ

室の新築

－ ○ ２ ○ Ａ Ａ

ー

Ａ Ａ 義01 01 03 0

ト

2 06 01 01 663

作

,709 ・建替や一部

成

民営化を進める。また

日

就労などの事情により

令

昼間保 445,560

和

、巡回アドバイザーの

 

活用など質の

護者が家

7

庭にいない小学生の 4

年

2,840 向上に努め

 

る。

6月1

待機児童対策事業

義

6

務

306,886 民間

日

学童保育室26室分の

作

学童保育室

373,2

成

68 運営等事業費補助

部

金である。今後も

－ ○

局

２ ○ Ａ Ａ Ａ Ｂ 義02 0

名

1 03 02 06 01 0

こ

2 414,380 待機

ど

児童対策として民間学

も

童保育室

「待機児童ゼ

健

ロ」の実現及び 329

や

,665 の誘致の検討

か

を行う。

継続に向け、

部

必要な地域に民 7,1

担

40

01 青少

当

年育成事業　（児童青

部

少年課）

局名

○

青少年健全育成

結

事業

任
意

11,677

果

団体活動の中で多くの

と

子どもたちが

14,4

今

00 様々な体験を経て

後

健全に成長できる

－ －

の

１ Ａ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ01 01

方

10 04 03 01 01

向

14,746 よう補助

性

金を適切に交付する。

進

また

青少年に対する各

捗

種啓発事業 14,74

状

6 団体の在り方を検討

況

していく。

や地域の巡

（

回補導を行い、青 11

Ａ

,424

躍進中、Ｂ予定通り、Ｃ遅れ気味） 説　明

（総評）

今後の方向性（予算） 令和０７年度（事業費総額） 令和０８年度 令和０９年度 令和１０年度
（↑増加、→維持、↓削減）

説明

今後の方向性（人員） 令和０７年度（人件費総額） 令和０８年度 令和０９年度 令和１０年度
（↑増加、→維持、↓削減）

説明

【企画財政部コメント】

５．事務事業の検討 【一般会計】 （単位：千円）

事務事業評価の結果 担当部局の評価

大
事
業

中
事
業

事務事業名

事
業
区
分

R6決算額

強
靱
化
計
画

総
合
戦
略

事
業
の
方
向
性

実
施
計
画
候
補

評価結果
施
策
内
優
先
度

事業コード R7予算額 施
策
へ
の
貢
献
度

経
費
水
準

事
業
手
法

受
益
・
負
担
の
公
平
性

事業費R コメント
8

事業内容 うち一般財源計
画
額 人件費

学童保育室では待機児童対策として令和６年度に第一小第１学童保育室を定員増で新築し、
芦原小学校第２学童保育室の増室を実施した。令和７年度以降も需要に応じて学童保育室の
改築の際に定員増を図る。児童センターでは利用者（中高生）の大きな減少が見られるが、
コロナ禍後に急増した人出の揺り戻しが起きたものと考える。引き続き、中高生が利用しや

Ｂ
すいよう今後も広く周知を続けていく。また、青少年の居場所の拡充や青少年の広場の保全
を図る。コロナ禍で中止していた放課後子ども教室を令和５年度から６年度にかけて一部再
開しているが、全ての小学校が再開できるように努める。

1,215,594 ↑ 1,372,153 ↑ 1,491,198 ↑ 1,692,935
学童保育室では、令和６年度に第一小第１学童保育室を新築し、芦原小第２学童保育室の増室を実施したため、令和７年度より定員増とな
った。令和７年度に美女木小及び笹目小学童保育室の民間事業者の選定を行う。プリムローズ運営事業では施設の老朽化に伴い、令和７，
８年度に設計を行い、令和９，１０年度に大規模改修を行うため、改修費用による予算の増加が見込まれる。

77



健やか部 担当部局名

５．事務事業の検討 【一般会計】 （単位：千円）

事務事業評価の結果 担当部局の評価

大
事
業

中
事
業

事務事業名

事
業
区
分

R6決算額

強
靱
化
計
画

総
合
戦
略

事
業
の
方
向
性

実
施
計
画
候
補

評価結果
施
策
内
優
先
度

事業コード R7予算額 施
策
へ
の
貢
献
度

経
費
水
準

事
業
手
法

受
益
・
負
担
の
公
平
性

事業費R コメント
8

事業内容 うち一般財源計
画
額 人件費

青少年の居場所事業

任
意

26,832 ボランティアスタッフの拡充を推進

22,391 し、引き続き、安定的な運営を図っ

－ － １ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ02 01 10 04 03 01 02 22,391 ていく。

市内公共施設に指導員を配置 22,391

して青少年の居場所として開 3,213

放課後子ども教室事業

任
意

5,590 R5年度から事業を再開し、R6年度は

9,478 10校で実施した。早期に全12校で実

－ ○ １ ○ Ｂ Ａ Ａ Ａ Ｂ93 01 10 04 03 01 93 10,408 施できるようボランティアスタッフ

放課後に小学校の教室・校庭 7,062 の拡充を推進し、安定的な運営を図

・体育館等を活用して様々な 6,069 っていく。

戸田市

R6決算額 R7計画額

施

R8予算額
計（千円）

策

事業費 1,176,1

評

52 1,215,59

価

4 1,372,153

シ

うち一般財源 985,

ー

503 755,387

ト

1,057,921

事

作

業の方向性： １現状で

成

継続　 ２拡大して継続

日

３縮小して継続　　　

令

４他事業と統合　　　

和

５休止　　　６その他

 

見直し

７令和8年度で

7

終了 ８令和7年度で終

年

了 ９令和6年度で終了

 6月16日 作成部局名 こども


